
4． ウクライナに平和を。第三次世界大戦、核戦争を
避けるために。

15:00～15:30 報告 川根眞也



NATO加盟 現実味増す ロシアの脅し「影響されぬ」
2022年4月19日 東京新聞 M4



露、新型ICBM発射実験
能力強調 欧米けん制
2022年4月21日 毎日新

聞 夕刊1面



北「新型戦術兵器」試射
朝鮮中央通信 米演習け
ん制か 2022年4月18日

読売新聞 M2



米バイデン政権 初の核実験実施 昨年2回、臨界前
2022年4月13日 東京 M3

韓国がSLBM連射実験成功 2022年4月23日 毎日 M7



東部戦線 兵器を増
強 米、ウクライナ
支援 対戦車・大砲
地形を合わせ

2022年4月23日読売M7



米欧、大型兵器を供与
戦力変化 地上戦火備え
2022年4月21日読売 M3



ウクライナ戦争を止めるために
① ロシアがウクライナをなぜ侵攻し
たのか？止める手立てはなかったの
か？を考える。

② アメリカ自身がロシアをウクライ
ナの軍事侵攻するように、陥れたので
はないか？

③ 西側と東側の双方の見方を知らな
ければ、この戦争の本当の姿は見えな
い。



ウクライナ戦争を止めるために

④ ウクライナ東部ドンバス地方のド
ネツク州、ルガンスク州での、ロシア
語話者住民の蜂起と弾圧。2014年のマ
イダン革命以降、双方でこの地域と周
辺住民1万5000人が殺された、とノー
ム・チョムスキーは語っている。
「知の巨人、ノーム・チョムスキー！「ウクライナ戦争
とアメリカの巨大な欺瞞」Ü全世界必見の動画！【日本
語字幕付き】」13分29秒あたり

https://www.youtube.com/watch?v=yw5DvUgJlZA



ウクライナ戦争を止めるために
⑤ アメリカや欧州がこのウクライナ東
部地域での内戦を8年間も放置してきた結
果として、今回のロシア軍へのウクライ
ナ軍事進攻があるのではないか？

⑥ そして、今回のロシアのウクライナ
戦争の結果として、これまで中立を保っ
てきたフィンランドとスウェーデンが
NATO加盟を申請しようとしている。
[NATO加盟 現実味増す ロシアの脅し「影響されぬ」 2022
年4月19日 東京新聞 M4]



ウクライナ戦争を止めるために
⑦ フィンランドとスウェーデンがNATO
加盟すれば、ロシアの前線にはすべて
NATO加盟国が並ぶ。そして、すでにノル
ウェー、ポーランドにイージス・アショ
アが配備、または今年度中の配備予定。
まさに、ロシアの喉元に短剣がつきつけ
られる状況になる。もし、こうなれば、
ヨーロッパのどこかで第3次世界大戦にな
りかねない。



ウクライナ戦争を止めるために
⑧ロシアは4月20日、新型ICBMの発射実験
を行った。これは地球を半周してでもア
メリカを核攻撃できるもの。ロシアはア
メリカがこのウクライナ戦争に部隊を派
遣したら、アメリカ本土を核攻撃する用
意がある、と表明したのだ、と思う。第3
次世界大戦または核戦争の危機が現実に
ある、と考える。
[露、新型ICBM発射実験 能力強調 欧米けん制 2022年4月21

日 毎日新聞 夕刊1面]



ウクライナ戦争を止めるために
⑨ 北朝鮮も4月17日、「新型戦術兵器」の
試射実験を行った。これは、戦術核のための
ミサイル実験だと考えられる。
[北「新型戦術兵器」試射 朝鮮中央通信 米演習けん制か 2022
年4月18日 読売新聞 M2]

⑩ ところが、ロシア、北朝鮮のICBM、戦術
ミサイルの報道はこれほど大きいのに、アメ
リカの臨界前核実験、韓国のSLMB連射実験は
これほど小さい記事にしかならない。
[米バイデン政権 初の核実験実施 昨年2回、臨界前
2022年4月13日 東京 M3 韓国がSLBM連射実験成功
2022年4月23日 毎日 M7 ]



ウクライナ戦争を止めるために
⑪ 私たちはアメリカの同盟国で、アメ
リカの傘の下にある、日本にいる。大量
の情報はアメリカから出た情報であるこ
とを肝に銘ずるべき。本来ならば、この2
つの記事と2つの記事は同じ大きさで扱わ
れるべき。





ウクライナ戦争を止めるために
⑫ ウクライナに武器供与と軍事支援を
すればするほど、戦争が長引き、ウクラ
イナの人々が多く死ぬ、町がもっと破壊
される。ウクライナがロシアを軍事侵攻
してロシアをまかすことなどあり得ない。

また、ロシアを経済的に破綻させること
は5年、10年かけても実現不可能だ。ロシ
アの経済制裁を行っているのは、西側の
一部だけであり、世界の多くの第3世界は
ロシアや中国と経済交流を続けている。



ウクライナ戦争を止めるために
⑬ ウクライナ戦争を止めるために、アメリ
を始めとする諸国が、ウクライナへの武器支
援、軍事費支援を止めるべきだ。アメリカは
武器支援、軍事費支援、ウクライナへの情報
を止め、同時に、これ以上NATO加盟国を増や
さないと明言すべきだ。

⑭ 今、ウクライナは世界の武器の見本市に
なっている。それも実演で行われている。こ
れほど、軍需産業にとってのコマーシャルは
ない。
[東部戦線 兵器を増強 米、ウクライナ支援 対戦車・大砲
地形を合わせ 2022年4月23日 読売 M7]

[米欧、大型兵器を供与 戦力変化 地上戦火備え 2022年4月
21日 読売 M3]



ウクライナ戦争を止めるために
⑮ 日本でも連日のウクライナ戦争の報
道で、軍事費をGNP比2％にするべきだ、
という世論が形成されつつある。

⑯ 日本の安全保障上の危機は台湾であ
り、アメリカは本来、二正面作戦は取り
たくない。だから、今はロシアに集中し
ているが、今回のウクライナ戦争でロシ
アの国際的地位が落ちた場合は台湾問題
で次に中国を挑発するだろう。



ウクライナ戦争を止めるために
⑰ アメリカの支援を受けて、台湾が中
国を軍事進攻することはあり得ない。中
国がアメリカの描いたシナリオ通りに、
台湾に軍事進攻するかもしれない。その
時、韓国、日本は戦場になるだろう。ア
メリカ本土は戦場にはならない。ウクラ
イナで今、起きていることは将来、台湾
でも起きかねないことだ。しかし、それ
はアメリカの目論見通りのこと。



ウクライナ戦争を止めるために
⑱ ウクライナ戦争を止めるためには、アメ
リカのこうした、ロシアの壊滅、中国の壊滅
を望むような政治、経済、外交そして軍事政
策を転換させる必要がある。

ロシア、プーチン政権に対するロシア国民の
世論と運動と同時に、アメリカ国際での世論
と運動が必要である。

⑲ アメリカは、これ以上NATO加盟国を増や
さない、武器支援、軍事費支援、ウクライナ
への情報を止める、と宣言して、ロシアとウ
クライナの和平交渉に参加するべきだ。


